
日時：平成25年5月21日（火） 18：30 ～ 20：30
場所：市立江名中学校　会議室
参加人数：16名

第３回 永崎地区防災緑地ワークショップ

―プログラム―

１. はじめに

・ 開会の挨拶

２. 第２回ワークショップのふりかえり

・ かわら版の説明　　 ・ 本日の予定

３. 情報提供
◆風の松原（廣瀬先生）
◆水軒堤防（いわき建設事務所）

５. グループワーク
◆避難ルートの確認
◆防災緑地の計画素案の説明
◆計画案に対する自由な意見出し

➢「こんな使い方をしたい、できる」前回の意見の確認
（永崎住民の立場から、地区外からの利用者の立場から）

➢永崎にふさわしい形って
（園路、ストリートファニチュア、植栽、遊具など）

◆コンセプトについて

・ 発表

６. まとめ

・ 本日の振り返り　

・ 次回の予定

・ 閉会の挨拶

ワークショップ風景

廣瀬先生の講話風景

ワークショップ風景

第４回 永崎地区防災緑地
ワークショップの内容 平成25年６月25日（火）
時間：18：30～20：30　場所：市立江名中学校
内容：こんな防災緑地になる!　◆防災緑地の計画内容を確認し、利活用と管理について検討

時間：18：30～20：30　場所：市立江名中学校
内容：こんな防災緑地になる!　◆防災緑地の計画内容を確認し、利活用と管理について検討

【お問い合わせ先】　福島県いわき建設事務所　復旧・復興課　電話：0246-35-6075　FAX：0246-35-6070

廣瀬先生といわき建設事務所から、海岸線における松林の必要性や管理につい

て、事例を用いた情報提供が行われた。

津波防災のまちづくり（永崎地区）では、今後数十年から百数十年の頻度で発生すると想定される頻度の高い津波に対して、海

岸堤防の整備により人命や財産を守ることとしておりますが、今回と同様の津波や、それを上回る津波に対しては、海岸堤防の背

後に津波エネルギーの減衰や漂流物の捕捉効果を発揮する防災緑地を整備すること

としております。

そうした防災緑地の整備計画に際して、地域の方の意見や色々な視点のアイデア

を計画に反映させ、親しまれる防災緑地とすることを目的として、地域の皆さんと

共に全４回ワークショップを行います。

第２回ワークショップでは、地域の方々に親しまれる防災緑地とするために、具

体的に【どこで何をしたいか】、【それは何故か】、【そのために必要なモノは何か】

などについて話し合いを行い、意見を絵に整理しました。

第３回では、情報提供として行われた海岸線における松林の必要性・管理に関す

る事例や地域の信仰や祭礼、慰霊の意味合いなどを踏まえ、第 2 回ワークショッ

プの意見を反映した防災緑地の計画素案を広げて、『こんな使い方をしたい、でき

る』、『永崎地区にふさわしい形』について、グループで話し合いを行いました。最

後に、『最も重要と思うこと』をキーワードとして考えていただき、整理しました。

廣瀬先生と わき建設事務所から

◆情報提供◆◆情報提供◆

永崎地区防災緑地ワークショップ 

全４回の流れ 

第１回ワークショップ 
ステップ 1：防災緑地を知ろう！ 

第２回ワークショップ 
ステップ 2-1：こんな防災緑地がいいな！ 

第３回ワークショップ 
ステップ 2-2：防災緑地の計画案をつくろう！ 

第４回ワークショップ 
ステップ 3：こんな防災緑地になる！ 

第３回
永崎地区防災緑地ワークショップ かわら版

2013年５月号

その地域の風土が、その土地の自然と人々の生活などに密接していることを、

能代海岸の砂防林「風の松原」を事例に説明があった。

また、津波による被災地として、実用性ばかりではなく地域の風土と防災緑地

との絡み、亡くなられた人々を慰める慰霊の意味合いなどを考えることが重要と

説明があった。

・その地域の風土ゆえ、江戸時代に医師が必要性を唱え、秋田藩に引き継がれ、現
在は行政と市民が守っている。

・「風の松原」があるがゆえ、飛砂から町が守られているという認識が強いため、国
や県・市・地域の方々が協力して管理している

・散策路、広場などがあり、散歩や野鳥観察を楽
しんだり、地域の方々に親しまれている

・民間の方々で結成された「風の松原に守られ
る人々の会」の会員の方が、中高生を交えて年
２回ほど下草をきれいに刈り、白い砂と松の
白砂青松の状態をどれぐらいの手間で維持で
きるかを試されている

・学校の行事と組み合わせて管理されている

永崎地区防災緑地と似たような整備の堤防として、和歌山県の海岸沿いにある

「水軒堤防」を事例に、地域の方々の取り組みや活動によって、親しまれる堤防に

なっていると説明があった。

・昔の美しい風景を取り戻すことを目的に、住民の有志で「水軒の浜に松を植える
会」を結成し、松の植樹や清掃を行い管理している

・小中学生による植樹、清掃活動、子供たちに親しまれる松林の環境づくりなど、
ボランティアを通して様々な取り組みを行っている

・住民と一緒になって松を植える活動が行われている

水軒堤防　松原再生の取り組み（福島県いわき建設事務所）

続　風土から防災緑地を考える（廣瀬先生）

今回実施



グループ討議
地域の方々に親しまれる防災緑地とするために、防災緑地の計画素案を広げて、『こんな使い方をしたい、できる』、
『永崎地区にふさわしい形』について話し合いを行い、最後に『最も重要と思うこと』をキーワードとして考えていただき、整理しました
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【機能について】
・蛇行した園路、木製の遊具、花壇などを含め、全体的には概ね良いと思う

【施設について】
・高齢化社会を考えると、全箇所には難しいとのことだが、階段だけではなく

車椅子でも上がれるスロープを必ず設置して欲しい
・防犯灯については、道路から明かりが見えるものが良いと思う（明るいイ

メージが防犯につながる）
・防災案内パネルは、全ての階段部分に設置して欲しい
・学校行事のためならば校庭を利用すれば良いので無理に駐車場を整備する

必要はないと思う。他の地域の人や地域住民で利用するために必要であれ
ば、地域住民に迷惑がかからないように管理をしっかりして欲しい

・トイレは必要。堤防の上が無理ならば、上がり口や防災緑地の中央、駐車場
近くでも良いと思う

【植栽について】
・子ども達が遊んでいるときに、海が見えるように、黒松と実のなる木を反対

にできないか

【その他】　
・ランニングコースにするのならば、見栄えが悪くならない程度に、50ｍお

きぐらいで距離がわかるものがあれば良いと思う
・防犯カメラを数ヶ所設置して欲しい
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・ランニングコースにするのならば、見栄えが悪くならない程度に、50ｍお

きぐらいで距離がわかるものがあれば良いと思う
・防犯カメラを数ヶ所設置して欲しい

【機能について】
・防災緑地の計画にしては、遊園地的な要素が強すぎる。遊びや楽しみより

も防災機能を優先するべきだと思う

【施設について】
・新設護岸部分に階段が4箇所計画されているが、震災以降、海岸線が上がっ

てきており歩けないため、無くても良いと思う
・園路は、舗装せずに自然な感じの土が良いと思う
・地域の人が長年、ゴミや騒音に悩まされているため、駐車場は基本的に無

くして欲しい。駐車場を整備する場合は、『有料にする』、『夜間は閉鎖する』
『ゴミは役所が片付ける』など、地域の人に迷惑がかからないように考え
て、管理をしっかりとして欲しい

【植栽について】
・防災のことを考えて、園路などの平坦部分にも植えて、全体的に樹木を増

やしても良いと思う

【その他】　
・毎月11日に供養をしている塔婆があり、その場所を整備して慰霊碑を建

てる
・毎年行われているサンシャインマラソンを観戦する場所を作って欲しい
・緑地を一体的に利用するために水門上に地域のシンボルとなるような橋

を架けると良いと思う
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・緑地を一体的に利用するために水門上に地域のシンボルとなるような橋

を架けると良いと思う

【機能について】
・散策路があり、散歩・ランニングなどが出来るなど、概ね良いと思う

【施設について】
・階段は現在の位置を含めて、海岸へ降りるために、もう１箇所は欲しい
・園路に、散歩・ランニング時に距離を書いたプレート（距離表）などがあると

楽しみが増えるので設置して欲しい
・防災緑地をつくるにあたって駐車場は無いという前提で始まったが、やは

り必要。サーフィンや花火に来た人が、駐車する場所がないと違法駐車が増
える可能性があると思う

・トイレがないのは緑地を汚すことになる。水道も必要。緑地内が無理であれ
ば道路側でもよいと思う

・防災案内パネルについては、「ここは永崎」だということがわかるような永
崎らしいキャッチフレーズをつけて、他地区とは違う「何か」を出したい

【その他】　
・管理に関して、子どもたちも年１回は海岸線を掃除しているが、年２回くら

いは地域で協力して行う。地元の人間が協力し助け合って一つのことを成
すというボランタリー精神を子どもの頃に経験することが今後の地域づく
りに必要なことと思う
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いは地域で協力して行う。地元の人間が協力し助け合って一つのことを成
すというボランタリー精神を子どもの頃に経験することが今後の地域づく
りに必要なことと思う

【機能について】
・全体的には概ね良いと思う

【施設について】
・海に降りる側の階段については、現在遊泳禁止なので1 ～ 2 ヶ所あれば充

分だと思う
・スロープが一ヶ所だけでは、車椅子の方が上にいるときに、津波が来たら避

難が出来ないので、たとえ見栄えが悪くても絶対的に複数は必要。勾配につ
いてはしょうがないと思う

・日陰が少ないので、ベンチ付近にはパーゴラが欲しい。カバンを置けるよう
なモノも一緒に必要だと思う

・学校の行事等で使用したいので駐車場は必要。ただ、近隣の方に迷惑のかか
らない運用基準が必要。管理は小学校や保育園が行うのが良いと思う

・トイレは、子どもや高齢者が使うことを考えると必要。緑地への設置が難し
いようなら駐車場に設置。また、トイレだけでなく手洗いを充実して欲しい

【植栽について】
・全体的には概ね良いと思う

【その他】　
・この防災林の管理を誰が行うのかが気になる。県や市では必要最低限の整

備だけになってしまうため、キレイにならない。イベントとして、小学校・保
育園・地域を巻き込んだ草刈り清掃イベントなどしてもいいかもしれない
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■最も重要と思うこと
・ やっぱり防災　 ・ 防災＝防犯
・ ブロックの連携とシンボルを表現　 ・ 日の出のアピール
・防災緑地 （施設） に頼らず逃げる！

■最も重要と思うこと
・ やっぱり防災　 ・ 防災＝防犯
・ ブロックの連携とシンボルを表現　 ・ 日の出のアピール
・防災緑地 （施設） に頼らず逃げる！

■最も重要と思うこと
・ 年間を通してきれいな緑地にしたい　 ・ 人命を守る
・防災のちゃんとした海岸　 ・ 遊べないのはもったいない！
・ いつまでもきれいで自慢出来る防災緑地
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■最も重要と思うこと
　『つなぐ』 がキーワード

・ 堤防と景観　 ・ ロマン防災緑地
・夢をつなげよう防災緑地　 ・ 未来に続く道
・夢と安心　 ・ 津波に負けない！　 ・ 地域の和と輪
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■最も重要と思うこと
　『地域が笑顔になれ愛される防災林』

・ 地域に根ざした防災 /津波低減 /命を守る /防災
・景観をよくする　 ・ 地域に愛されるもの
・永崎地区の人々の笑顔のため

■最も重要と思うこと
　『地域が笑顔になれ愛される防災林』

・ 地域に根ざした防災 /津波低減 /命を守る /防災
・景観をよくする　 ・ 地域に愛されるもの
・永崎地区の人々の笑顔のため



 

  

 

【機能について】
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・防犯灯については、道路から明かりが見えるものが良いと思う（明るいイ

メージが防犯につながる）
・防災案内パネルは、全ての階段部分に設置してほしい欲しい
・学校行事のためならば校庭を利用すれば良いので無理に駐車場を整備する

必要はないと思う。他の地域の人や地域住民で利用するために必要であれ
ば、地域住民に迷惑がかからないように管理をしっかりして欲しい

・トイレは必要。堤防の上が無理ならば、上がり口や防災緑地の中央、駐車場
近くでも良いと思う

【植栽について】
・子ども達が遊んでいるときに、海が見えるように、黒松と実のなる木を反対

にできないか

【その他】　
・ランニングコースにするのならば、見栄えが悪くならない程度に、50ｍお

きぐらいで距離がわかるものがあれば良いと思う
・防犯カメラを数ヶ所設置して欲しい

【機能について】
・防災緑地の計画にしては、遊園地的な要素が強すぎる。遊びや楽しみより

も防災機能を優先するべきだと思う

【施設について】
・新設護岸部分に階段が4箇所計画されているが、震災以降、海岸線が上がっ

てきており歩けないため、無くても良いと思う
・園路は、舗装せずに自然な感じの土が良いと思う
・地域の人が長年、ゴミや騒音に悩まされているため、駐車場は基本的に無

くして欲しい。駐車場を整備する場合は、『有料にする』、『夜間は閉鎖する』
『ゴミは役所が片付ける』など、地域の人に迷惑がかからないように考え
て、管理をしっかりとして欲しい

【植栽について】
・防災のことを考えて、園路などの平坦部分にも植えて、全体的に樹木を増

やしても良いと思う

【その他】　
・毎月11日に供養をしている塔婆があり、その場所を整備して慰霊碑を建

てる
・毎年行われているサンシャインマラソンを観戦する場所を作って欲しい
・緑地を一体的に利用するために水門上に地域のシンボルとなるような橋

を架けると良いと思う

【機能について】
・散策路があり、散歩・ランニングなどが出来るなど、概ね良いと思う

【施設について】
・階段は現在の位置を含めて、海岸へ降りるために、もう１箇所は欲しい
・園路に、散歩・ランニング時に距離を書いたプレート（距離表）などがあると

楽しみが増えるので設置して欲しい
・防災緑地をつくるにあたって駐車場は無いという前提で始まったが、やは

り必要。サーフィンや花火に来た人が、駐車する場所がないと違法駐車が増
える可能性があると思う

・トイレがないのは緑地を汚すことになる。水道も必要。緑地内が無理であれ
ば道路側でもよいと思う

・防災案内パネルについては、「ここは永崎」だということがわかるような永
崎らしいキャッチフレーズをつけて、他地区とは違う「何か」を出したい

【植栽について】
・特に議論していない

【その他】　
・管理に関して、子どもたちも年１回は海岸線を掃除しているが、年２回くら

いは地域で協力して行う。地元の人間が協力し助け合って一つのことを成
すというボランタリー精神を子どもの頃に経験することが今後の地域づく
りに必要なことと思う

【機能について】
・全体的には概ね良いと思う

【施設について】
・海に降りる側の階段については、現在遊泳禁止なので1 ～ 2 ヶ所あれば充

分だと思う
・スロープが一ヶ所だけでは、車椅子の方が上にいるときに、津波が来たら避

難が出来ないので、たとえ見栄えが悪くても絶対的に複数は必要。勾配につ
いてはしょうがないと思う

・日陰が少ないので、ベンチ付近にはパーゴラが欲しい。カバンを置けるよう
なモノも一緒に必要だと思う

・学校の行事等で使用したいので駐車場は必要。ただ、近隣の方に迷惑のかか
らない運用基準が必要。管理は小学校や保育園が行うのが良いと思う

・トイレは、子どもや高齢者が使うことを考えると必要。緑地への設置が難し
いようなら駐車場に設置。また、トイレだけでなく手洗いを充実して欲しい

【植栽について】
・全体的には概ね良いと思う

【その他】　
・この防災林の管理を誰が行うのかが気になる。県や市では必要最低限の整

備だけになってしまうため、キレイにならない。イベントとして、小学校・保
育園・地域を巻き込んだ草刈り清掃イベントなどしてもいいかもしれない

■最も重要と思うこと
・ やっぱり防災　 ・ 防災＝防犯
・ ブロックの連携とシンボルを表現　 ・ 日の出のアピール
・防災緑地 （施設） に頼らず逃げる！

■最も重要と思うこと
・ 年間を通してきれいな緑地にしたい　 ・ 人命を守る
・防災のちゃんとした海岸　 ・ 遊べないのはもったいない！
・ いつまでもきれいで自慢出来る防災緑地

■最も重要と思うこと
　『つなぐ』 がキーワード

・ 堤防と景観　 ・ ロマン防災緑地
・夢をつなげよう防災緑地　 ・ 未来に続く道
・夢と安心　 ・ 津波に負けない！　 ・ 地域の和と輪

■最も重要と思うこと
　『地域が笑顔になれ愛される防災林』

・ 地域に根ざした防災 /津波低減 /命を守る /防災
・景観をよくする　 ・ 地域に愛されるもの
・永崎地区の人々の笑顔のため

Ａグループ Ｂグループ

Ｃグループ Ｄグループ

yasuhiro.ishida
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